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Summary 
In soil there are many natural enemies against the soil inhabiting nematodes. Among 
them the more important agents are probably the predacious nematodes and the predacious 
Hyphomycetes. From these standpoints we are now trying the experiments of control of 
the plant parasitic nematodes by these predacious Hyphomycetes. 
In this paper are reported the e妊ectof the soil controller containing the spores of Arthro-
botrys sP.ρ. in the paddy field. The experiments were carried out at three locations, Higa-
shiyoga (Mr. Yamada’s paddy field), Kohoku (Mr. Egashira’s) and Mikazuki (Mr. Matsuo’s) 
in Saga Prefecture, which are described A, B and C respectively in the following. 
The results of this experiment are summarized as follows: 
(1) The soil controller (HSC) contained wheat bran inoculated with the spores of Arthro-
botrys sρρ. about 3% by weight. 
(2) The soil controller was applied at the rate of 60Kg per 10 a. 
(3) In the paddy fields applied with HSC, the length of ear and stem of rice plants were 
almost same as that in non-applied field (control), but the number of tilled stem increased 
about 7% in al the experimental field except in C. The Number of grains per one ear and 
the weight of straw increased about 10%. The yield of raw grain increased about 5% (3-6 
%) and that of dri巴dgrain increased about 6% (2-10%). 
(4) In the HSC applied field the number of plant parasitic nematodes (mainly Hirschma-
nniella sjゆ.）decreased remarkably as follows: 
Ecological groups 
Plant parasitic nematodes 
Free-living nematodes 
Predacious nematodes* 
* Mononchus spp. and Iotonchus sρ． 
HSC 
19.9~ぢ
79.5 
0.6 
Control 
35.2% 
63.4 
1. 4 
(5) We have two species of Hirschmanniella in Saga Prefecture: H. oryzae and H. imamuri. 
The ratio of population density of these two species in this investigation was as follows: 
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Species 
Hirschmanniella oryzae 
H. imamuri 
In soil 
85% 
15 
In roots 
93% 
守
(6) The relationships between the detected numbers of the Hirschmanniellaゆp.from the 
roots of rice plants and yields of dried grain are summarized as follows: 
Detected number of nematodesネ
Yields of dried grain per 10 a. 
A (235）料＜C(489)<B (940) 
c (102り＜A(107) < B (110) 
* Per lOOgt root, * Index number to control. 
Considering from these data the conditions in B field seemed to be out of our expectation. 
This problem must be reconsidered in future. 
I. はしがき
土壌線虫類の土壌中での繁殖に対して，天敵として働きかけている生物には色々あり，糸状菌
Arthrobotrys sρ．もその一群である．そこで，これらの糸状菌を，肥料その他のものに添加し
て土壊中に施用した場合に，はたして有ミ！？な柄物寄生線虫煩に対して有益に働きうるか否かを検
討する目的で， まず土峻調整剤（HSC）に， Arthrobotrys sρ．の胞子を添加したものを供試し
た．この薬品は「HM.J という名称で取扱われている本．
I. 試験方法
(1) HMの性質
HMは，土壌調整剤（HSC）に土壌線虫類の捕食糸状菌 Arthrobotrysspρ．の胞子を接種した
獲を 3~ぢ添加したものである. HSCは硫黄を霜降り状に含んだ特殊な多孔性珪酸を主成分とし
これに石灰，苦土，フミン酸，鉄，その他の微量要素を含有した一種の玉I~般肥料ともみなしうる
ものである．
(2）実験方法
岡場試験の形式をとり，次の3氏の水田を供試した．（第1表参照）
試験農家名
山！fl 義勝
i：頭鶴次
恰尾伊治
第 l表供試水田の概要
｜試 験 地 lfj糊極｜田植月日 Ifj~試薬量｜ぉ m2 株数
佐賀市東与賀町 l:.H：住古｜凶海 4316月21日同Okg/!Oal 69 
佐賀県杵島郡i二1'.lJ ｜同海 431 6月26日｜ II I 80 
佐賀県小城郡三日月lJ lシラヌイI6月30日｜ II I 75 
｜供試面積｜土性
1 20 a I J直接土
I a I J也壌土
I a ｜砂壌土
各試験地には，薬剤施用区と無処理区とを設け， HMは代かき後散布した．水管理，病害虫防除
をどの管理は，試験回借用農家に一任した．昭和44年10月下旬に坪刈収量調査を行まい，得長，
穂長，茎数，一穂粒数， 3.3m2当りの生籾重及び生わら重などを調査した．各試験区ごとに2地
＊東京都中央区宝田J，光興業株式会社
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点から，任意に5株を，根辺土壌をつけたまま堀取り，ていねいに土をbとしこの土壌を線虫
調査（50gr土）にむけた． 根は白根をえらんで切取り，生根 5gr.当りの根内寄生線虫調査用と
した．根辺土壌は一応風乾して，うち 50gr.をとり， これから Baermann氏法によって線虫を
分離した．生根からはさらに 0.5cm程度の長さに切断して Baermann氏法に準じて，根内寄生
線虫を排出分離せしめた．
II. 試験成績
(1) 収量調査
昭和44年10月24～25日の両日にわたって上記3カ所の試験地の収量調査を行在ったが， そ
の成績はつぎのと沿りである（第2,3表参照）．
第2表収 量 調 査
試 験 地 I試験区別I秤（cm長） I 穂（cm長） I 茎（本数） I 1 i穂粒数 I生（k籾g）重料 I生（わkg）ら料重 Ii燥乾（k籾g)重
山間義勝 H踊比t処M理区区
106.6 17.8 22.4 111. 3 12.43 32.20 5.35 
(99. 2) (101. 2) (110. 2) (120. 7) (105. 9) (106. 3) (107. 0) 
107.6 17. 6 20.6 92.2 1. 73 30.23 5.00 
江頭鶴次！ HM区 103. 7 19. 3 17. 4 96.2 16.50 28.00 6.48 
＊ (102. 7) (97. 0) (117. 5) (104. 0) (103. 0) (140;0) (110. 2) 
事！~処理区 100.9 19.9 14.8 92.4 16.00 20.00 5. 76 
松尾伊治 fHM区 74.6 18.4 16.4 13.20 
ネ (99. 5) (100. 5) (92. 6) (104. 7) (108. 0) (102. 0) 
無処理区 75.0 18.2 17. 7 12.60 38. 20 5. 52 
＊無処理区を 100.0としての指数を示す．
料調査当日雨天のため後日乾燥重として再調査した．
第3表収 3主聖且主 調 査（比）
試 験 地｜稗長｜穂長｜茎数｜ l穂粒数｜生籾重｜生わら重 i乾燥籾重
山田義勝 99.2 101. 2 110. 2 120. 7 105.9 106. 3 107. 0 
江頭鶴次 103. 7 97.0 117. 5 104.0 103.0 140.0 110. 2 
松尾伊治 99.5 100.5 92.6 104. 7 108.0 102.0 
平 均 112.4 104.5 118. I 
す宏わち HMをlOa当り 60kg施用した場合には，得長，穏長念どは無処理区と大差がをかっ
たが，茎数は松尾氏の水田を除けば概して 10%以上多くなってb り， 3 カ所平均では 7~ぢ程度増
加していた． また1穂粒数や生わら重も 10%程度多くをっていた．生籾重では3～6% （平均約
5 %），乾燥籾重では2～10労増と試験地によってかなり幅の広い変動がみられたが， 平均約 6~ぢ
程度の増収とをっていた．
(2) 根辺土壌の線虫相（100gr.土）
各試験地別に，各試験区ごとに2カ所から採集した水稲の根辺土壌から分離した線虫類を生態別
に類別して，合計 lOOgr.土当りの数として集計すると，第4表に示すよう念結果がえられる．
まず試験区別にみると HM処理区では植物寄生種群が実数でも，比率でもかをり少なく， 小
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第4表
理ェ
言｜‘
42 
(100. 0) 
43 
(100. 0) 
142 
(100. 0) 
227 
(100. 0) 
理
食
?
2 
(0. 7) 
(0. 7) 
?
?
（?
3 
(!. 4) 
根辺土壌中の線虫相 (100gr土）
言ト食
?
35 
(83. 4) 
68 
(100. 0) 
?
?
（?
13 
(29. 9) 
36 
(100. 0) 
3 
(8. 4) 
96 
(67. 6) 
144 
(63. 4) 
72 
(100. 0) 
176 
(100. 0) 
? ?
（?
3 
(0. 6) 
活自
60 
(88. 2) 
17 
(47. 2) 
i：頭鶴次
（埴壌土）
61 
(84. 7) 
13.8 
(79. 5) 
松尾伊治
（砂壌土）
ハ．·~ % 
さくなっている．これに対して自活種群では，実数には大差をいが，比率ではやや高〈なってい
る． 総虫数では無処理区より HM区は少なくをって;b＞り， この減少がほぼ植物寄生種群に相当
しているといえるようである．生態別割合は，試験地によって異なっている．特に江頭鶴次氏の
水田の場合には，他の場合に比べるとかまり趣を異にしていて，植物寄生種群の占める割合が大
きくだとっている． しかし念がら総括すれば＇， これらの水田土峻では，植物寄生種群がほぼ20%内
外， 自活種群がほぼ80%をr':iめ， til食積＇／，'fの占める；切介は， これらに比べると著しく小さいとい
えるようである．
宅t;b＇検出できたお Ii食種は， Mononchus sρ．と Iotonchussρp.とであった．
(3) 土域中の Hirschmanniellasρp.の種類
区理
計－
????
。??
18 
(22. 5) 
無処
(16. 7) 
(8. 5) 
(35. 5) 
62 I 
(77.5) I 
Hirschmαnniellaの種類別割合
H. imamurι 
????
?
第5表
HM処理区
I H.imamuri H. oryzae 
???
?
?
?? 。 ， ?
』市
I (I I~ 9) I
I (6~：4) I国リ
I (3~~ 2) I
?
??
??
?
? ?
?，?
?
，?
? ? ?
?（?）??
。?
?? ?（
(0) 
(6. 3) 
(16. 7) 
32 I 
(91. 5) I 
H. oryzae 
? ? ?
????
???????
二ニ哩｜山田義勝 Ioo. O) 
江頭鶴次 I(93. 7) 
松尾伊治 I(83. 3) 
??
土峻（lOOgr.）から検出した植物寄生種Hirschmanniellasρ．には2種類 （H.oryzae: H. ima-
muri）あったが，それらの検出度比をみると第5表のとbりである．すなわち，松尾伊治氏の水
間では趣が異をり H.imamuriが比較的に大きくまっているが， HM処理の場合にH.imamuri 
の検出数が少なく恋っているようにもみえる.3カ所を総括してみると H.oryzaeが85%H.ima-
muriが 15%といった割合に棲息していたものとみてよいようであるが， HM処理によって
Hirschmanniella sρ．はか宏り生棲数が減少したようである．
(4) 根から滋出せしめた Hirschmanniellasρ．の種類
5gr.の生根2点から滋出せしめた Hi1官 hmanniellasρ．の合計虫数は第6表に示すとbりで
あった．すまわち江頭鶴次氏の水稲から最も多く検出でき，山田義勝氏の水稲の場合が最も少ま
く，江頭氏の場合の約1/4程度だった．念品f試験区別に両種類の比率を算出してみると，両区と
も93%が H.oryzae. 7 %が H.imamuriとまっていて， 土壌の場合とはやや趣を異にし H.
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?????
?
? ? ?
??… （ ???
?
???
?
）））
?
。??
?
根中の種別検出数
理
ー
235 
940 
489 
無処
｜瓦 imαmuri
区
第6表
(18. 4) 
(5. 4) 
(5. 2) 
。???????
H. oryzae 
(81. 6) 
(94. 6) 
(94. 8) 
192 
890 
463 
????? ???
，?
H. oryzαe 
? ? ?
??
? ??
??
）?
? ?? ??? ?
?
?? ?
?
（109 
(7. 2) 
I. 545 
(92. 8) ｜（ぽ0)I 43 (7. 0) 557 (93. 0) ??
oryzaeの方がやや高率を示していた．
?
土境線虫類の捕食糸状菌 Arthrobotryssρ．の胞子を添加した土壌調整剤（HS。を水田に lOa
当り 60kg代かき後に施用した場合の，水稲の生育収量及び土壌中の線虫相などに及ぼす影響に
ついて調査した結果次のようなことが明らかになった．
1. HMを施用した試験区では，得長，穂長宏どは，無処理区と大差がみとめられなかったが，
茎数は，松尾氏の水田の例を除けば，ほほ 10~ぢ程度増加していた（平均 7必）．また一穂粒数や生
わら重も 10%程度多くまっていた．生籾重では3～6%（平均5%）程度増加し乾燥籾重では，
2～10~ぢ増といった試験地によってかなり幅があったが，平均増収率は 6%程度とみてよい．
2. 4艮辺土壊から分離した線虫類を生態別に類別すると， HM処理区では，植物寄生種群が，
実数ふ、よび比率ともにか念り低下していた．総線虫数はかなり少まくまっていたが，この減少数
はほぼ植物寄生種群の減少数に一致していた．
3. 供試水田土壌中の植物寄生種群はほぼ20%, 自活種群は80%を占め， 捕食種群は極めて
少なかった．検出された捕食種は Mononchussρ．と Iotonchussρ．とであった．
4. 土壌中に滋出していた Hirschmαnniellasρ．（イネネモグリセンチュウ類）には2種類
あるが， H.oryzaeが85%,H. imamuriが15%を占めていた. HM処理によってH.imamuri 
が特に少なくなったように思える例もあったが，概して Hirschmanniellasρ．はかなり減少し
ていた．
f商IV. 
5. 根から挽出した Hirschmanniellasρ．を稜類別に類別すると，試験地別にみてイネネモ
グリセンチュウ類の総数は，山田義勝く松尾伊治く江頭鶴次といった関係にあった．種類別には，
H. oryzae 93%, H. imamuri 7%といった割合がみとめられ，土壌中に排出していたものの割合
とはやや異っていた．
桜1f:rのHirschmanniellaspρ．の数と 1U€処血区に対する乾燥籾重比と対比すれば，6. 
山B:](235)＜松尾（489)＜江頭（940)数虫線
松尾（102)＜山田（107)＜江頭(110)
といった関係が成立する．つまり，山田，松尾両氏の水田の場合は線虫数が少をかった水田の増
収比が高くなっているが，江頭氏の水田の場合には，線虫数も増収比もともに高くなっている．
この点については今後さらに調査検討したい．
乾燥籾重比
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この調査を行なうに当って，研究室員末松勝美君その他の研究室員の絶大なる協力を賜った．
を表する．
ここに深謝の意
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